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これまでに我々は，NAC型転写因子であるANAC071，ANAC096が，シロイヌナズナ切断花茎の癒合過程における維管束細胞
の増殖に関与していることを報告した（Matsuoka et al. 2021）．また，DOF転写因子の一種が，これらのANAC転写因子に
よって制御される可能性が考えられた．そこで，維管束分化への影響についてVISUAL（Kondo et al．2016）による解析を
行った．その結果，anac多重欠損体では，葉肉細胞から維管束細胞への分化や導管分化関連遺伝子の発現が抑制されたが，
DOF転写因子の一種をANAC071プロモーター制御下で発現させると，これらの抑制が回復することが分かった．本研究の一
部は、科学研究費補助金、私学事業団特別補助（大学間連携等による共同研究）、先端総研チーム研究助成金、G-7財団奨学
寄付金による支援を受けて行ったものである。
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